
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県さぬき市　さぬき市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 175

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 ド 透 訓 救 臨 感 へ 災 輪 - 4 179

166

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

48,868 14,884 非該当 ７：１ 166 -

平成22 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
　地域の中核病院として、救急医療や小児医療、
感染医療、災害医療、周産期医療などの政策的医
療を提供し、他の医療機関では担えない役割を
担っている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 90.6 88.8 91.4 90.7 91.9当該値 99.8 97.2 101.1 98.7 100.4 当該値 74.6 73.6 78.8 82.8 81.5当該値 53.9 55.5 52.9 52.9 53.2

平均値 85.4 85.3 84.2 83.9 84.0平均値 96.9 98.3 96.7 96.6 97.2 平均値 68.3 67.9 69.8 69.7 70.1平均値 112.9 118.9 119.5 116.9 117.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成30年度は、前年度に比べ医業収支が良好で
あり、経常損益としては純利益を計上した。
　しかしながら、老朽化した職員住宅を急遽解体
しなければならなくなったことで、解体に伴う資
産の除却に係る費用を特別損失として計上したた
め、最終的には赤字決算となった。
　今後については、職員給与と材料費の対医業収
支比率が平均値を上回っていることから、引き続
き、中長期的な増収策を検討していくとともに、
計画的な職員採用による人件費の削減、既存の医
療資源の有効活用などによる諸費用の抑制などを
行っていくことで経営の健全を図る。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　平成23年度に新病院建設に伴う医療器械等への
投資を行ったため、これにより毎年度、多額の減
価償却費を計上していたが、平成29年度末をもっ
て一定の償却を終了した。
　しかしながら、今後は、減価償却を終えた高額
機器等を順次更新していかなければならず、多額
の投資が必要となる。
　とりわけ、次年度には、電子カルテシステムの
更新を予定している。

H30 H26 H27 H28

20.1 21.8 20.8 21.5 21.365.8 当該値41,228 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 32,431 32,532 33,492 34,136

63.4 63.6 65.1 64.211,426 11,912 11,845 12,284 12,786 当該値

9,726 10,037 9,976 10,130

当該値 40,189 41,331 40,797 40,381

17.7

2. 老朽化の状況

全体総括

　医療圏域内の人口の減少もあり、入院患者と外
来患者の減少が見受けられるが、引き続き、平成
28年度に策定した第3次さぬき市民病院改革プラ
ン（平成28年度～令和2年度）に基づき、収支の
バランスがとれるよう収益の確保や費用の削減を
図るなどの健全化策を実行していく。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

63.7 平均値 18.9 19.0 18.7 18.310,244 平均値 62.1 62.5 63.4 63.434,924 平均値

H28 H29 H30

当該値 27.4 33.2 38.7 42.9 44.6 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

37,408,017 38,017,391 38,171,687 38,717,318 38,259,41377.5 当該値

平均値 52.2 52.4 52.5 53.5

56.1 66.3 74.9 78.7

40,683,72771.4 平均値 35,115,689 35,730,958 37,752,628 39,094,59854.1 平均値 69.6 69.2 69.7 71.3
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④病床利用率(％)
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【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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【24.3】

60.0

61.0

62.0

63.0

64.0

65.0

66.0

67.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県さぬき市　さぬき市国民宿舎　松琴閣

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)

利用料金制 41.9 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ１ 非設置 6,024

－

該当数値なし 該当数値なし 1,019 80 無 83.3 有 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率については、平成27年度から改
善傾向は見られるものの、過去5年間について、い
ずれの年も100%を切っており、慢性的な赤字である
状況には変わりがないが、平成30年度については類
似施設の平均値と比較して上回っている状況であ
る。
　また、⑥売上高ＧＯＰ比率や⑦ＥＢＩＴＤＡの数
値は共に、平成29年度に比べると数値は改善してい
るものの、現状では民間企業への譲渡をできるよう
な経営状況であるとは言い難く、今後も、ハードと
ソフトの両面で経営改善に向けた取組が必要であ
る。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 69.4 65.8 72.8 89.4 95.2

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について
平均値 86.7 90.7 86.4 93.1 90.5 平均値 34.4 35.5

当該値 0 0 0 0 0当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15,661 8,338 　当該施設は、現在の状態で稼働し20年を経過して
いることから、施設の老朽化が進行していることに
加え、施設設備としても宿泊者の求めるニーズに十
分に対応できているとは言い難い状況である。こう
いった現状を改善するために、平成30年度は、和室
をユニットバス付きの洋室へ改修する工事を実施し
たところである。客室洋室化などの売上への影響を
見極めながら、令和2年度以降の計画を検討し、経
営戦略に盛り込む予定である。
　また、施設利用者が快適に利用できるための設備
更新も同時に進める必要があることから、平成30年
度は和室改装に併せて空調機器の更新を行い、引き
続き今後も設備の更新についても進めていく予定で
ある。

3. 利用の状況について
　⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向については、平
成29年度は、周辺地域における宿泊需要は低下し、
当該施設においては宿泊需要が高まっている状況で
あったが、平成30年度は、周辺地域における宿泊需
要が増加した一方、当該施設においては宿泊需要が
低下している。クアパークは瀬戸内海国立公園に隣
接する国民宿舎として、本市にとって必要な施設で
あるが、現在の施設設備の状況では、宿泊者の需要
に十分対応することは難しい状況である。更なるリ
ピーターの獲得に加えて、増加傾向のある海外から
の観光客等の需要を取り込むために、平成30年度
は、客室改装工事を実施したところである。

H28 H29 H30 H26 H30

△7,663

平均値 △10,419 △9,739 △10,274 △13,530 △14,948

H27 H28 H29

当該値 △4,538 △13,402 △10,845 △18,077△9.3

11,88934.7 32.3 19.7 平均値 4,046 4,096

34.0 当該値 △3.2 △9.6 △7.9

H26 H27 H28 H29 H30 H26

当該値 34.9 35.6 32.3 36.2 37.1 当該値 33.8 △5.0

H30 H26 H27

平均値 38.4 35.8 39.4 41.5 33.9 △18.9 △20.1 △47.7

H27 H28 H29

38.6 38.7 35.4

平均値 16.7 17.4 16.0 15.6 16.3 平均値 △22.8 △17.1

2.資産等の状況

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
　収益的収支比率、売上高ＧＯＰ比率やＥＢＩＴＤ
Ａの値は、前年度に比べ改善したものの、低い状態
となっており、民間譲渡をできるような状況である
とは言い難い。現状の改善のために、客室の洋室化
といった施設の改修工事を昨年度実施したところで
あるが、このようなハード面の改修と並行して、ソ
フト面での取組も必要である。具体的には、当該施
設は指定管理者にて運営を行っていることから、指
定管理者側と行った協議結果を、令和2年度に策定
を予定している経営戦略の中に盛り込むことで、中
長期的な収支計画を取りまとめ、その経営戦略に基
づき、設備更新投資も計画的に実行することで、健
全な経営状態を目指す予定である。

169,274

⑩設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H30

0
    

41.2 38.5 34.2

H26 H27 H28 H29

当該値    0.0

38.5    平均値 48.0

0.0

平均値      平均値  

  当該値 74.7 32.0 0.0当該値  
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【4,220】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△5,790】
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⑤売上高人件費比率(％)
【32.5】
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　さぬき市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

158.63 308.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置 48,868

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 39.01 70.84 2,700 18,971 7.48 2,536.23

　管渠の更新については、現在、法定耐用年数が経
過しておらず、事業開始以降、大規模な更新を実施
していないが、今後については、法定耐用年数の経
過に伴い、ストックマネジメント計画を策定のう
え、随時更新していく必要がある。
　また、処理場等、施設の更新については、機械・
電気設備をはじめ、耐震化工事など、老朽化に伴う
改築・改修工事を実施しているが、大規模改修に伴
い多額の経費を要するため、管渠同様にストックマ
ネジメント計画を策定のうえ、効率的・効果的な改
築・改修工事を実施していく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市における経営状況は決して安定しているとは
言えないものの、使用料収入の大幅な減少はなく、
企業債残高についても減少傾向が見られることか
ら、平成２８年度に策定した経営戦略（平成２９年
度～平成３８年度）に基づき、今後とも引き続き、
水洗化率の向上を図る一方で、老朽化に伴う更新に
おいては、ネットワーク化、ダウンサイジング等を
考慮しつつ、事業費削減による企業債発行の抑制、
経費削減に努めていくことにより、持続可能な下水
道経営を目指すこととする。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率が、90%を超えており、さらに、
企業債残高対事業規模比率は、類似団体に比べ下回
る状況であり、前年度より経費回収率は減少し、汚
水処理原価は増加したが、類似団体に近い状況であ
り、経営状態が比較的良好に見えるが、事業規模に
対する地方債償還金の割合が高く、「分流式下水道
に要する経費」の公費負担により、そのほとんどが
一般会計繰入金により賄われているのが実情であ
る。
　また、施設利用率が類似団体より下回っているこ
とは、近年の少子高齢化による人口減少が大きく影
響していることは言うまでもなく、水洗化率の低迷
も重なり、人口規模に対し、事業規模が過大である
ことが考えられる。
　事業費の削減による企業債発行額の抑制により、
着実に企業債残高は減少傾向にあるため、今以上に
悪化することのないよう更なる経営改善に向け、よ
り一層の経費削減と使用料の増収に向けた取り組み
が必要であるとともに、水洗化率については、処理
区域の見直し等により改善を図っていくこととす
る。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.78】

【95.20】【58.98】【136.86】【100.91】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　管渠の更新については、現在、法定耐用年数が経
過しておらず、事業開始以降、大規模な更新を実施
していないが、今後については、法定耐用年数の経
過に伴い、ストックマネジメント計画を策定のう
え、随時更新していく必要がある。
　また、処理場等、施設の更新については、機械・
電気設備をはじめ、耐震化工事など、老朽化に伴う
改築・改修工事を実施しているが、大規模改修に伴
い多額の経費を要するため、管渠同様にストックマ
ネジメント計画を策定のうえ、効率的・効果的な改
築・改修工事を実施していく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市における経営状況は決して安定しているとは
言えないものの、使用料収入の大幅な減少はなく、
企業債残高についても減少傾向が見られることか
ら、平成２８年度に策定した経営戦略（平成２９年
度～平成３８年度）に基づき、今後とも引き続き、
水洗化率の向上を図る一方で、老朽化に伴う更新に
おいては、ネットワーク化、ダウンサイジング等を
考慮しつつ、事業費削減による企業債発行の抑制、
経費削減に努めていくことにより、持続可能な下水
道経営を目指すこととする。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率及び経費回収率が、おおむね100%
に近い状況であり、さらに、企業債残高対事業規模
比率及び汚水処理原価の数値も類似団体に比べ下回
る状況であり、経営状態が良好に見えるが、事業規
模に対する地方債償還金の割合が高く、「分流式下
水道に要する経費」の公費負担により、そのほとん
どが一般会計繰入金により賄われているのが実情で
ある。
　また、施設利用率が類似団体より下回っているこ
とは、近年の少子高齢化による人口減少が大きく影
響していることは言うまでもなく、人口規模に対
し、事業規模が過大であることが考えられる。
　事業費の削減による企業債発行額の抑制により、
着実に企業債残高は減少傾向にあるため、今以上に
悪化することのないよう更なる経営改善に向け、よ
り一層の経費削減と使用料の増収に向けた取り組み
が必要であるとともに、水洗化率については、処理
区域の見直し等により改善を図っていくこととす
る。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 8.32 95.71 2,700 4,047 2.47 1,638.46

158.63 308.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 48,868

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　さぬき市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,209.40】

【83.36】【42.82】【219.46】【74.48】

【0.12】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　さぬき市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

158.63 308.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 48,868

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 4.91 78.19 2,700 2,388 1.95 1,224.62

　管渠の更新については、現在、法定耐用年数が経
過しておらず、事業開始以降、大規模な更新を実施
していないが、今後については、法定耐用年数の経
過に伴い、最適整備構想計画を策定のうえ、随時更
新していく必要がある。
　また、施設の更新については、老朽化に伴う修繕
工事を随時実施しているが、大規模改修においては
多額の経費を要するため、管渠同様に最適整備構想
計画を策定のうえ、効率的・効果的な改築・改修工
事を実施していく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市における経営状況は決して安定しているとは
言えないものの、使用料収入の大幅な減少はなく、
企業債残高についても減少傾向が見られることか
ら、平成２８年度に策定した経営戦略（平成２９年
度～平成３８年度）に基づき、今後とも引き続き、
水洗化率の向上を図る一方で、老朽化に伴う更新に
おいては、ネットワーク化、ダウンサイジング等を
考慮しつつ、経費削減に努めていくことにより、持
続可能な下水道経営を目指すこととする。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率及び汚水処理原価は、前年度より
増加し、経費回収率及び施設利用率は減少し、ま
た、企業債残高対事業規模比率ついては、類似団体
に比べ下回っているものの、事業規模に対する地方
債償還金の割合も高く、「分流式下水道に要する経
費」の公費負担により、事業費のほとんどが一般会
計繰入金により賄われているのが実情である。
　また、水洗化率については、類似団体より下回っ
ているが、今後、大規模な整備も予定していないこ
とから、大幅な経営状況の悪化は見られないものと
考えている。
　しかしながら、近年の少子高齢化による人口減少
が大きく影響することは言うまでもなく、施設の老
朽化に伴う修繕費などの影響により、施設維持管理
費の増加が予想されるため、今後については、より
一層の経費削減と使用料の増収に向けた取り組みが
必要である。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【747.76】

【85.82】【52.23】【261.46】【59.51】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　さぬき市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

158.63 308.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 漁業集落排水 H2 非設置 48,868

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 1.55 99.43 2,700 754 1.98 380.81

　管渠の更新については、現在、法定耐用年数が経
過しておらず、事業開始以降、大規模な更新を実施
していないが、今後については、法定耐用年数の経
過に伴い、最適整備構想計画を策定のうえ、随時更
新していく必要がある。
　また、施設の更新については、老朽化に伴う修繕
工事を随時実施しているが、大規模改修においては
多額の経費を要するため、管渠同様に最適整備構想
計画を策定のうえ、効率的・効果的な改築・改修工
事を実施していく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市における経営状況は決して安定しているとは
言えないものの、使用料収入の大幅な減少はなく、
企業債残高についても減少傾向が見られることか
ら、今後とも引き続き、平成２８年度に策定した経
営戦略（平成２９年度～平成３８年度）に基づき、
水洗化率の向上を図る一方で、老朽化に伴う更新に
おいては、ネットワーク化、ダウンサイジング等を
考慮しつつ、経費削減に努めていくことにより、持
続可能な下水道経営を目指すこととする。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は、おおむね100%に近い状況であ
り、また、企業債残高対事業規模比率、経費回収率
及び汚水処理原価ついては、類似団体に比べ下回っ
ているものの、事業規模に対する地方債償還金の割
合も高く、「分流式下水道に要する経費」の公費負
担により、事業費のほとんどが一般会計繰入金によ
り賄われているのが実情であるが、今後数年間は、
大規模な整備も予定していないことから、大幅な経
営状況の悪化は見られないものと考えている。
　しかしながら、近年の少子高齢化による人口減少
が大きく影響することは言うまでもなく、施設の老
朽化に伴う修繕費などの影響により、施設維持管理
費の増加が予想されるため、今後については、より
一層の経費削減と使用料の増収に向けた取り組みが
必要である。

2. 老朽化の状況について
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